
 
資料６ 補足資料 

１．感染症対策を踏まえた取組 

● 新型コロナウイルス感染症の影響による地域活動への参加状況の変化 

 

 

 

【新型コロナウイルス感染症の影響による地域活動への参加状況の変化（認定状況別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症の影響による地域活動への参加状況の変化について、

「参加する回数が減った」（「参加する回数が大きく減った」＋「参加する回数がや

や減った」）と回答した人の割合が 46.5％となっている。 

また、認定状況別にみると、「参加する回数が減った」（「参加する回数が大きく

減った」＋「参加する回数がやや減った」）と回答した人の割合は、非認定者で 47.4％、

認定者で 36.0％となっている。 

 

 

【新型コロナウイルス感染症の影響による地域活動への参加状況の変化（主観的健康感別）】 

 

 

 

 

 

 

主観的健康感別にみると「参加する回数が減った」（「参加する回数が大きく減っ

た」＋「参加する回数がやや減った」）と回答した人の割合に特徴的な差は見られ

ない。  

問５-３ 新型コロナウイルス感染症の影響により、地域活動等への参加状況に変化がありまし

たか。（１つだけ） 

 

 

30.4 

30.7 

27.6 

16.1 

16.7 

8.4 

8.1 

8.4 

4.4 

26.6 

26.7 

24.8 

18.9 

17.5 

34.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=4,529)

非認定者(n=4,153)

認定者(n=376)

参加する回数が大きく減った 参加する回数がやや減った

参加する回数が一旦減ったが、現在は変わらない 参加する回数は変わらない

無回答

29.9 

32.9 

17.6 

11.5 

8.8 

5.9 

27.2 

25.7 

16.5 

24.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よい(n=3,361)

よくない(n=1,011)

参加する回数が大きく減った 参加する回数がやや減った

参加する回数が一旦減ったが、現在は変わらない 参加する回数は変わらない

無回答



 
資料６ 補足資料 

２．地域づくり・社会参加  

● 地域活動への参加者としての参加意向 

 

 

 

 

【地域活動への参加者としての参加意向（認定状況別）】 

 

 

 

 

 

 

 

地域活動への参加者としての参加意向について、「参加したい」（「是非参加した

い」＋「参加してもよい」）と回答した人の割合が 44.4％となっている。 

また、認定状況別にみると、「参加したい」（「是非参加したい」＋「参加してもよ

い」）と回答した人の割合は、非認定者で 45.1％、認定者で 36.1％となっている。 

 

 

【地域活動への参加者としての参加意向（年齢別）】 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、「参加したい」（「是非参加したい」＋「参加してもよい」）と回

答した人の割合は、年齢が上がるほど低く、「参加したくない」と回答した人の割

合は、85歳以上で５割台となっている。 

  

問５-４ 地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って、いきい

きとした地域づくりを進めるとしたら、あなたはその活動に参加者として参加してみ

たいと思いますか。（１つだけ） 

 

 

4.6 

4.4 

6.0 

39.8 

40.7 

30.1 

42.4 

41.5 

52.3 

6.3 

6.7 

1.8 

6.9 

6.6 

9.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=4,529)

非認定者(n=4,153)

認定者(n=376)

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない

既に参加している 無回答

4.2 

4.7 

5.5 

44.2 

38.0 

26.7 

40.4 

41.9 

53.1 

6.1 

7.2 

4.4 

5.1 

8.3 

10.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65～74歳(n=2,305)

75～84歳(n=1,686)

85歳以上(n=538)

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない

既に参加している 無回答



 
資料６ 補足資料 

45.2 

47.4 

21.2 

7.6 

6.3 

21.8 

28.3 

28.3 

27.8 

7.4 

7.1 

10.5 

11.6 

10.9 

18.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=4,529)

非認定者(n=4,153)

認定者(n=376)

自分ができることがあれば、支え合いの活動をしたい 自分が支えや支援を受けたい

活動に参加したり、支援を受けたりしたいと思わない その他

無回答

● 地域の支え合いへの関わり方 

 

 

【地域の支え合いへの関わり方（認定状況別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の支え合いへの関わり方について、「自分ができることがあれば、支え合い

の活動をしたい」と回答した人の割合が 45.2％となっている。 

また、認定状況別にみると、「自分ができることがあれば、支え合いの活動をし

たい」と回答した人の割合は、非認定者で 47.4％、認定者で 21.2％となっている。 

 

 

【地域の支え合いへの関わり方（性・年齢別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性・年齢別にみると、「自分ができることがあれば、支え合いの活動をしたい」と

回答した人の割合は、女性 65～74歳で５割台となっている。  

問６-８ あなたは、「地域における支え合い」にどのように関わりたいですか。（１つだけ） 

48.2 

44.6 

37.3 

52.2 

42.7 

22.8 

4.0 

9.2 

12.5 

3.2 

10.7 

19.8 

37.5 

29.8 

28.0 

24.9 

22.3 

27.2 

3.5 

5.8 

7.2 

9.0 

8.8 

12.5 

6.8 

10.7 

15.0 

10.8 

15.5 

17.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 65～74歳(n=1,035)

75～84歳(n=710)

85歳以上(n=201)

女性 65～74歳(n=1,270)

75～84歳(n=976)

85歳以上(n=338)

自分ができることがあれば、支え合いの活動をしたい 自分が支えや支援を受けたい

活動に参加したり、支援を受けたりしたいと思わない その他

無回答



 
資料６ 補足資料 

1.5 

1.8 

1.1 

24.4 

19.1 

13.1 

63.3 

63.9 

68.4 

4.7 

5.8 

3.3 

6.2 

9.5 

14.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65～74歳(n=2,305)

75～84歳(n=1,686)

85歳以上(n=538)

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない

既に参加している 無回答

● 地域活動への企画・運営としての参加意向 

 

 

 

 

【地域活動への企画・運営としての参加意向（認定状況別）】 

 

 

 

 

 

 

 

地域活動への企画・運営としての参加意向について、「参加したい」（「是非参加

したい」＋「参加してもよい」）と回答した人の割合が 22.6％となっている。 

また、認定状況別にみると、「参加したい」（「是非参加したい」＋「参加してもよ

い」）と回答した人の割合は、非認定者で 23.5％、認定者で 12.6％となっている。 

 

 

【地域活動への企画・運営としての参加意向（年齢別）】 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、「参加したい」（「是非参加したい」＋「参加してもよい」）と回

答した人の割合は、年齢が上がるほど低くなっている。 

  

問５-５ 地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って、いきい

きとした地域づくりを進めるとしたら、あなたはその活動に企画・運営（お世話役）

として参加してみたいと思いますか。（１つだけ） 

 

 

1.5 

1.6 

0.4 

21.1 

21.9 

12.2 

64.1 

63.4 

71.6 

5.0 

5.3 

1.4 

8.3 

7.8 

14.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=4,529)

非認定者(n=4,153)

認定者(n=376)

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない

既に参加している 無回答



 
資料６ 補足資料 

３．介護予防  

● フレイルの認知度 

 

 

 

【フレイルの認知度（認定状況別）】 

 

 

 

 

 

 

フレイルの認知度について、「内容も知っている」と回答した人の割合が 15.6％

となっている。また、認定状況別にみると、「内容も知っている」と回答した人の割

合は、非認定者で 16.1％、認定者で 10.2％となっている。 

 

【フレイルの認知度（年齢別）】 

 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、「内容も知っている」と回答した人の割合に特徴的な差は見ら

れない。 

 

【フレイルの認知度（福祉区別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉区別にみると、「内容も知っている」と回答した人の割合は、北区中央、中区

で１割台後半となっている。  

問８-２ あなたはフレイル（虚弱）やフレイル予防という言葉を知っていますか。 

（１つだけ） 

 

15.6 

16.1 

10.2 

23.4 

23.6 

21.8 

53.2 

52.9 

57.3 

7.8 

7.5 

10.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=4,529)

非認定者(n=4,153)

認定者(n=376)

内容も知っている 名前だけ知っている 知らない 無回答

16.1 

15.9 

12.6 

23.9 

23.8 

20.1 

53.1 

52.0 

57.6 

6.9 

8.3 

9.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65～74歳(n=2,305)

75～84歳(n=1,686)

85歳以上(n=538)

内容も知っている 名前だけ知っている 知らない 無回答

18.0 

14.1 

17.9 

13.7 

14.0 

13.1 

21.6 

24.7 

22.9 

27.0 

23.3 

21.5 

52.6 

52.3 

52.6 

52.5 

53.8 

57.0 

7.8 

8.9 

6.5 

6.8 

8.9 

8.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北区中央(n=1,046)

北区北(n=743)

中区(n=940)

東区(n=709)

南区西(n=497)

南区南(n=593)

内容も知っている 名前だけ知っている 知らない 無回答



 
資料６ 補足資料 

● 介護保険外・一般介護予防事業を利用していない理由 

問８-１で「５．利用している者はない」と回答した人のみが回答 

 

 

【介護保険外・一般介護予防事業を利用していない理由（認定状況別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護保険外・一般介護予防事業を利用していない理由について、「事業を知らな

い」と回答した人の割合が 25.0％と最も高く、次いで「自分が利用する必要がある

かわからない」（21.0％）なっている。 

また、認定状況別にみると、非認定者では、「事業を知らない」と回答した人の割

合が最も高く、次いで「自分が利用する必要があるかわからない」となっている。 

認定者では、「健康上の理由のため」と回答した人の割合が最も高くなっている。 

問８-１-① 現在利用しているものがないのはなぜですか。（いくつでも） 

 

25.0 

21.0 

14.9 

12.8 

9.0 

7.9 

6.5 

3.1 

2.3 

5.6 

30.4 

1.9 

25.1 

21.5 

15.0 

13.2 

7.3 

8.1 

6.2 

2.6 

2.0 

5.4 

31.2 

1.9 

23.7 

14.4 

14.1 

6.4 

34.5 

5.6 

11.1 

10.6 

7.1 

8.7 

18.6 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40%

事業を知らない

自分が利用する必要があるかわからない

利用方法がわからない

仕事や家事・介護等で忙しい

健康上の理由のため

利用したい事業がない

一緒に利用する仲間がいない

実施場所までの移動手段がない

実施場所が遠い

その他

特にない

無回答

全体(n=3,729)

非認定者(n=3,494)

認定者(n=235)



 
資料６ 補足資料 

４．認知症  

● 認知症に関する相談窓口の認知度 

 

 

【認知症に関する相談窓口の認知度（認定状況別）】 

 

 

 

 

 

 

認知症に関する相談窓口の認知度について、「はい（知っている）」と回答した人

の割合が 17.4％となっている。 

また、認定状況別にみると、「はい（知っている）」と回答した人の割合は、非認

定者で 17.4％、認定者で 17.3％となっている。 

 

 

【認知症に関する相談窓口の認知度（前回調査結果との比較（非認定者））】 

 

 

 

 

 

前回調査結果と比較すると、「はい（知っている）」と回答した人の割合に特徴的

な変化は見られない。 

 

 

【認知症に関する相談窓口の認知度（年齢別）】 

 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、「はい（知っている）」と回答した人の割合に特徴的な差は見ら

れない。 

問９-４ 認知症に関する相談窓口を知っていますか。（１つだけ） 

17.4 

20.9 

77.8 

76.5 

4.9 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和4年度(n=4,153)

令和元年度(n=2,197)

はい（知っている） いいえ（知らない） 無回答

17.4 

17.4 

17.3 

77.4 

77.8 

73.6 

5.2 

4.9 

9.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=4,529)

非認定者(n=4,153)

認定者(n=376)

はい（知っている） いいえ（知らない） 無回答

18.6 

16.4 

15.1 

77.1 

78.2 

76.1 

4.2 

5.4 

8.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65～74歳(n=2,305)

75～84歳(n=1,686)

85歳以上(n=538)

はい（知っている） いいえ（知らない） 無回答



 
資料６ 補足資料 

● 認知症の人の支援にあたり介護保険サービス以外に必要な資源 

問５で「１ はい」と回答した事業所のみが回答 

 

 

 

【認知症の人の支援にあたり介護保険サービス以外に必要な資源】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症の人の支援にあたり介護保険サービス以外に必要な資源について、「馴染

みの人によるちょっとした生活上の支援」と回答した事業所の割合が 81.7％と最

も高く、次いで「ボランティアによるちょっとした生活上の支援」（62.3％）となっ

ている。 

  

問５-１（事業所票） 

具体的にどのような資源ですか。（いくつでも） 

81.7 

62.3 

48.6 

34.9 

31.4 

27.4 

6.9 

9.7 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

馴染みの人によるちょっとした生活上の支援

ボランティアによるちょっとした生活上の支援

地域でのつどいの場（サロンなど）

認知症カフェ

経済的な支援

当事者同士の交流

就労に関する支援

その他

無回答

n=175



 
資料６ 補足資料 

● 認知症検査の受診意向 

 

 

【認知症検査の受診意向（認定状況別）】 

 

 

 

 

 

 

認知症検査の受診意向について、「受けたい」と回答した人の割合が 64.0％とな

っている。 

また、認定状況別にみると、「受けたい」と回答した人の割合は、非認定者で 64.6％、

認定者で 57.3％となっている。 

 

【認知症検査の受診意向（年齢別）】 

 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、「受けたい」と回答した人の割合は、年齢が上がるほど低く、85

歳以上で５割台となっている。 

 

【認知症検査の受診意向（福祉区別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉区別にみると、「受けたい」と回答した人の割合に特徴的な差は見られない。 

  

問９-３ 認知症を早期に発見できる検査があれば、受けてみたいと思いますか。（１つだけ） 

64.0 

64.6 

57.3 

29.7 

29.5 

32.3 

6.3 

5.9 

10.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=4,529)

非認定者(n=4,153)

認定者(n=376)

受けたい 受けたくない 無回答

68.0 

62.9 

50.1 

27.3 

29.6 

40.5 

4.7 

7.5 

9.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65～74歳(n=2,305)

75～84歳(n=1,686)

85歳以上(n=538)

受けたい 受けたくない 無回答

64.2 

66.7 

64.4 

63.2 

61.8 

62.3 

29.9 

27.5 

28.8 

31.5 

29.9 

31.3 

5.9 

5.8 

6.8 

5.3 

8.2 

6.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北区中央(n=1,046)

北区北(n=743)

中区(n=940)

東区(n=709)

南区西(n=497)

南区南(n=593)

受けたい 受けたくない 無回答



 
資料６ 補足資料 

● 現在の生活を継続していく上で、不安に感じる介護 

 

 

 

【現在の生活を継続していく上で、不安に感じる介護】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の生活を継続していく上で、不安に感じる介護について、「認知症状への対

応」と回答した人の割合が 35.7％と最も高く、「外出の付き添い、送迎等」（27.6％）、

「夜間の排泄」（26.0％）、「入浴・洗身」（22.9％）、「日中の排泄」（19.8％）、「屋内

の移乗・移動」（17.3％）が続いている。 

  

問５ 現在の生活を継続していくにあたって、主な介護者の方が不安に感じる介護等について、

ご回答ください。（現状で行っているか否かは問いません）（３つまで選択可） 

35.7 

27.6 

26.0 

22.9 

19.8 

17.3 

13.9 

13.1 

12.1 

9.2 

5.8 

4.4 

4.3 

3.8 

3.5 

7.9 

5.0 

0.3 

0% 10% 20% 30% 40%

認知症状への対応

外出の付き添い、送迎等

夜間の排泄

入浴・洗身

日中の排泄

屋内の移乗・移動

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）

食事の準備（調理等）

服薬

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

食事の介助（食べる時）

医療面での対応（経管栄養、ストーマ等）

衣服の着脱

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

n=655



 
資料６ 補足資料 

５．医療・介護連携  

● 在宅での生活維持が難しくなっている理由 

 

 

 

 

【本人の状態等に属する理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本人の状態等に属する理由について、「認知症の症状の悪化」の割合が 66.7％と

最も高く、「必要な身体介護の増大」（55.3％）、「必要な生活支援の発生・増大」

（41.6％）が続いている 

  

問２-１（利用者票） 

現在のサービス利用では、生活の維持が難しくなっている理由について、お伺いします。（本人

の状態等）（あてはまる番号すべて） 

66.7 

55.3 

41.6 

20.7 

20.2 

1.8 

2.5 

0.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

認知症の症状の悪化

必要な身体介護の増大

必要な生活支援の発生・増大

医療的ケア・医療処置の必要性の高まり

その他、本人の状態等の悪化

本人の状態等の改善

該当なし

無回答

n=445



 
資料６ 補足資料 

● 退所（居）の理由 

 

 

 

【退所（居）の理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

退所（居）の理由について、第１位では「医療的ケア・医療処置の必要性が高ま

ったから」と回答した事業所の割合が 49.5％と最も高くなっている。 

  

問 12 貴施設等の入居・入所者が、退去する理由は何ですか。（退去理由として多いものを上位

３つまで） 

 

49.5 

8.7 

2.1 

1.4 

4.5 

3.1 

2.4 

0.0 

25.4 

2.8 

27.2 

14.6 

11.8 

2.1 

11.5 

9.4 

2.8 

1.7 

9.4 

9.4 

9.1 

6.3 

9.8 

5.2 

9.4 

17.4 

5.9 

1.7 

13.2 

22.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

医療的ケア・医療処置の必要性が高まったから

必要な身体介護が発生・増大したから

認知症の症状が悪化したから

必要な生活支援が発生・増大したから

上記以外の状態像が悪化したから

費用負担が重くなったから

入所・入居者の状態等が改善したから

入所・入居者が、必要な居宅サービスの

利用を望まなかったから

その他

無回答

第1位(n=287)

第2位(n=287)

第3位(n=287)



 
資料６ 補足資料 

６．居宅・施設サービス  

● 生活維持のために必要なサービス 

 

 

 

 

【生活維持のために必要なサービス】 

 

 

 

 

 

 

 

生活維持のために必要なサービスについて、「より適切な『在宅サービス』に変

更する」の割合が 9.0％、「より適切な『住まい・施設等』に変更する」の割合が

51.5％、「より適切な『在宅サービス』もしくは『住まい・施設等』に変更する」の

割合が 25.8％となっている。 

 

 

【生活維持のために必要なサービス（要支援・要介護度別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要支援・要介護度別にみると、「より適切な『住まい・施設等』に変更する」の割

合は、要介護３～５で５割台となっている。 

  

問３-１（利用者票） 

「現在のサービス利用では、生活の維持が難しくなっている」状況に対して、どのようなサー

ビスに変更することで改善できると思いますか。（１つに○） 

9.0 51.5 25.8 10.3 3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=445

より適切な「在宅サービス」に変更する

より適切な「住まい・施設等」に変更する

より適切な「在宅サービス」もしくは「住まい・施設等」に変更する

「1」～「3」では、改善は難しいと思う

無回答

12.2 

13.3 

3.2 

46.3 

48.8 

54.8 

26.8 

25.6 

26.9 

14.6 

9.0 

10.8 

0.0 

3.3 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要支援1・2(n=41)

要介護1・2(n=211)

要介護3～5(n=186)

より適切な「在宅サービス」に変更する

より適切な「住まい・施設等」に変更する

より適切な「在宅サービス」もしくは「住まい・施設等」に変更する

「1」～「3」では、改善は難しいと思う

無回答



 
資料６ 補足資料 

● 現在のサービス利用では、生活の維持が難しくなっている理由 

 

 

 

 

【主に本人の意向等に属する理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主に本人の意向等に属する理由について、「生活不安が大きいから」の割合が

22.5％と最も高く、「その他、本人の意向等があるから」（21.8％）、「本人が、一部

の居宅サービスの利用を望まないから」（20.0％）が続いている。 

 

【主に本人の意向等に属する理由（要支援・要介護度別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要支援・要介護度別にみると、「生活不安が大きいから」の割合は、要介護１・ 

２で約３割となっている。  

問２-２（利用者票） 

現在のサービス利用では、生活の維持が難しくなっている理由について、お伺いします。（主に

本人の意向等）（あてはまる番号すべて） 

22.5 

21.8 

20.0 

14.6 

9.0 

5.8 

26.1 

7.2 

0% 10% 20% 30%

生活不安が大きいから

その他、本人の意向等があるから

本人が、一部の居宅サービスの利用を望まないから

費用負担が重いから

居住環境が不便だから

本人が介護者の負担の軽減を望むから

該当なし

無回答

n=445

22.0 

24.4 

22.0 

17.1 

9.8 

17.1 

7.3 

4.9 

29.4 

27.5 

24.2 

10.4 

9.0 

3.3 

18.0 

8.1 

15.6 

15.6 

14.5 

18.8 

9.1 

6.5 

38.2 

7.0 

0% 10% 20% 30% 40%

生活不安が大きいから

その他、本人の意向等があるから

本人が、一部の居宅サービスの利用を望まないから

費用負担が重いから

居住環境が不便だから

本人が介護者の負担の軽減を望むから

該当なし

無回答

要支援1・2(n=41)

要介護1・2(n=211)

要介護3～5(n=186)



 
資料６ 補足資料 

● 入所入居前の居所及び退去後の居所 

【入所・入居前の居所及び退去後の居所（施設種別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設種別にみると、入所・入居前の居所が「介護老人保健施設」の割合は、グル

ープホーム、特別養護老人ホームで２割台となっている。一方で、介護老人保健施

設の退去後の居所は「自宅」の 30.6％が最も高く、続いて「療養型・介護医療院を

除く病院・診療所」（16.8％）、特別養護老人ホーム（7.5％）となっている。 

退去後の居所が「療養型・介護医療院を除く病院・診療所」の割合は、グループ

ホームで約３割となっている。  

合計人数 自宅（兄

弟・子ど

も・親戚

等の家含

む）

住宅型有

料老人

ホーム

軽費老人

ホーム

（特定施

設除く）

サービス

付き高齢

者向け住

宅（特定

施設除く）

グループ

ホーム

特定施設 地域密着

型特定施

設

介護老人

保健施設

入所・入居前 230 57.8% 8.3% 0.9% 0.9% 0.4% 0.4% - 3.5% 

退去後 175 6.9% 4.0% 2.3% 2.3% 2.9% 4.0% - 6.3% 

入所・入居前 123 75.6% 0.8% 3.3% 1.6% 0.8% - - 12.2% 

退去後 129 7.8% 0.8% 2.3% 4.7% 7.0% 6.2% - 23.3% 

入所・入居前 489 51.9% 1.4% 0.2% 7.6% 0.2% 1.0% 0.2% 6.3% 

退去後 499 9.4% 4.2% - 3.6% 3.4% 2.8% 0.8% 2.6% 

入所・入居前 277 49.5% 2.2% 1.1% 5.1% 2.9% - 0.7% 20.6% 

退去後 258 1.6% - - 0.8% 2.7% - - 9.3% 

入所・入居前 365 38.9% 1.9% 1.4% 3.3% 0.5% 5.5% - 15.3% 

退去後 356 2.0% 2.0% - 1.4% 1.4% 4.2% 0.3% 4.5% 

入所・入居前 - - - - - - - - -

退去後 - - - - - - - - -

入所・入居前 1,518 36.2% 0.6% 0.1% 0.3% 2.8% 1.2% - 1.1% 

退去後 1,439 30.6% 2.9% 0.6% 1.5% 5.1% 1.9% - 0.6% 

入所・入居前 79 25.3% - - - 5.1% 3.8% - 3.8% 

退去後 77 6.5% 1.3% - - - - - 2.6% 

入所・入居前 506 32.4% 1.6% 0.2% 2.4% 4.3% 2.0% - 20.6% 

退去後 514 1.0% 0.2% - - - 0.2% - 0.2% 

入所・入居前 247 37.2% 4.9% 0.4% 5.7% 5.3% 2.4% - 13.0% 

退去後 219 1.4% - - 0.5% - 0.5% - 0.5% 

合計人数 療養型・

介護医療

院

療養型・

介護医療

院を除く

病院・診

療所（一

時的な入

院を除く）

特別養護

老人ホー

ム

地域密着

型特別養

護老人

ホーム

その他 把握して

いない

死亡

入所・入居前 230 0.4% 0.4% - 21.7% 5.2% 

退去後 175 5.7% 11.4% 5.1% 0.6% 8.0% 1.1% 39.4% 

入所・入居前 123 0.8% - - 2.4% 2.4% 

退去後 129 1.6% 10.9% 13.2% 2.3% 3.1% - 17.1% 

入所・入居前 489 2.2% 2.5% - 21.5% 4.9% 

退去後 499 3.6% 12.0% 6.2% - 6.0% 2.8% 42.5% 

入所・入居前 277 2.5% - 0.7% 14.4% 0.4% 

退去後 258 7.4% 29.5% 11.6% 0.4% 1.9% 0.8% 34.1% 

入所・入居前 365 0.5% 0.3% 0.3% 30.1% 1.9% 

退去後 356 3.9% 16.6% 5.9% - 7.9% 0.3% 49.7% 

入所・入居前 - - - - - -

退去後 - - - - - - - -

入所・入居前 1,518 1.7% 0.3% - 55.8% -

退去後 1,439 2.2% 16.8% 7.5% 1.5% 16.7% - 12.1% 

入所・入居前 79 - 13.9% - 43.0% 5.1% 

退去後 77 1.3% 14.3% 5.2% - - - 68.8% 

入所・入居前 506 1.2% - - 34.8% 0.6% 

退去後 514 1.8% 11.5% 0.6% 0.2% 2.7% 1.0% 80.7% 

入所・入居前 247 4.5% - 0.4% 26.3% -

退去後 219 5.5% 10.5% 1.4% - 9.1% - 70.8% 

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

・介護医療院

特別養護老人ホーム

地域密着型
特別養護老人ホーム

住宅型有料老人ホーム

軽費老人ホーム

（特定施設除く）

サービス付き高齢者

向け住宅（特定施設除く）

グループホーム

特定施設

地域密着型特定施設

地域密着型特定施設

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

・介護医療院

特別養護老人ホーム

地域密着型

特別養護老人ホーム

住宅型有料老人ホーム

軽費老人ホーム

（特定施設除く）

サービス付き高齢者

向け住宅（特定施設除く）

グループホーム

特定施設



 
資料６ 補足資料 

（再掲） 

● 退所（居）の理由 

 

 

 

【退所（居）の理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

退所（居）の理由について、第１位では「医療的ケア・医療処置の必要性が高まったか

ら」と回答した事業所の割合が 49.5％と最も高くなっている。 

問 12 貴施設等の入居・入所者が、退去する理由は何ですか。（退去理由として多いものを上位

３つまで） 

 

49.5 

8.7 

2.1 

1.4 

4.5 

3.1 

2.4 

0.0 

25.4 

2.8 

27.2 

14.6 

11.8 

2.1 

11.5 

9.4 

2.8 

1.7 

9.4 

9.4 

9.1 

6.3 

9.8 

5.2 

9.4 

17.4 

5.9 

1.7 

13.2 

22.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

医療的ケア・医療処置の必要性が高まったから

必要な身体介護が発生・増大したから

認知症の症状が悪化したから

必要な生活支援が発生・増大したから

上記以外の状態像が悪化したから

費用負担が重くなったから

入所・入居者の状態等が改善したから

入所・入居者が、必要な居宅サービスの

利用を望まなかったから

その他

無回答

第1位(n=287)

第2位(n=287)

第3位(n=287)



 
資料６ 補足資料 

７．介護人材  

● 人材確保の状況 

 

 

【人材確保の状況】 

 

 

 

 

 

人材確保の状況について、「確保できている」（「確保できている」＋「おおむね確

保できている」）と回答した事業所の割合が 55.1％、「不足している」（「不足してい

る」＋「やや不足している」）と回答した事業所の割合が 41.8％となっている。 

 

【人材確保の状況（前回調査結果との比較）】 

 

 

 

 

 

 

前回調査結果と比較すると、特徴的な変化は見られない。 

 

【人材確保の状況（サービス種別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サービス種別にみると、「不足している」（「不足している」＋「やや不足してい

る」）と回答した事業所の割合は、施設・居住系、訪問系で５割台となっている。  

問 10 人材確保の状況について、あてはまるものをお選びください。 

 

17.1 38.0 24.3 17.5 3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=836

確保できている おおむね確保できている やや不足している

不足している 無回答

17.1 

15.0 

38.0 

36.9 

24.3 

28.2 

17.5 

16.9 

3.1 

3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和4年度(n=836)

令和元年度(n=915)

確保できている おおむね確保できている やや不足している

不足している 無回答

9.3 

19.2 

8.3 

10.3 

37.9 

38.3 

43.9 

35.6 

43.1 

24.2 

27.8 

25.6 

24.4 

22.4 

16.9 

22.8 

8.7 

30.6 

20.7 

12.1 

1.9 

2.6 

1.1 

3.4 

8.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

施設・居住系(n=162)

通所系(n=312)

訪問系(n=180)

小規模多機能型

居宅介護(n=58)

居宅介護支援(n=124)

確保できている おおむね確保できている やや不足している

不足している 無回答



 
資料６ 補足資料 

● 採用が困難な理由 

問 12で「１ 採用が困難である」と回答した事業所のみが回答 

 

 

【採用が困難な理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

採用が困難な理由について、「求職者が少ない」と回答した事業所の割合が 83.6％

と最も高く、次いで「賃金上昇への対応が難しい」（41.5％）となっている。 

 

 

【採用が困難な理由（サービス種別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

サービス種別にみると、「求職者が少ない」と回答した事業所の割合は、いずれ

のサービス種別においても最も高く、施設・居住系、訪問系、居宅介護支援で８割

台後半となっている。 

  

問 13 採用が困難である原因として考えられることは何ですか。（複数選択可） 

83.6 

41.5 

38.3 

37.9 

11.9 

10.9 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

求職者が少ない

賃金上昇への対応が難しい

業種の魅力が低下

他事業所との雇用競争の激化

事業所の経営状況により新規雇用が困難

その他

無回答

n=311

回答数 求職者が

少ない

賃金上昇

への対応

が難しい

業種の魅

力が低下

他事業所

との雇用

競争の激
化

事業所の

経営状況

により新
規雇用が

困難

その他 無回答

施設・居住系 76 88.2% 40.8% 39.5% 47.4% 3.9% 15.8% -

通所系 94 75.5% 40.4% 24.5% 35.1% 20.2% 5.3% 3.2% 

訪問系 87 87.4% 39.1% 47.1% 29.9% 11.5% 12.6% 2.3% 

小規模多機能型居宅介護 22 81.8% 36.4% 27.3% 59.1% - 9.1% -

居宅介護支援 32 87.5% 56.3% 59.4% 31.3% 15.6% 12.5% -



 
資料６ 補足資料 

● 離職理由 

 

 

 

【離職理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

離職理由について、「条件の良い仕事、職場への転職」と回答した事業所の割合

が 43.1％と最も高く、「職場の人間関係」（29.9％）、「本人の病気」（29.5％）が続

いている。 

問 16 平成 31年４月～令和４年３月までに離職した職員の離職理由について、考えられること

は何ですか。（複数選択可） 

43.1 

29.9 

29.5 

18.9 

15.2 

13.8 

13.2 

9.8 

4.9 

20.1 

13.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

条件の良い仕事、職場への転職

職場の人間関係

本人の病気

仕事がきつい

親の介護

収入が少ない

結婚・妊娠・出産・育児

法人や事業所の理念や運営のあり方に不満

過去1年間に離職者はいなかった

その他

無回答

n=836


